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心 内膜心筋生検法による心筋細胞横径の 臨床病理学的検討

金沢大学医学部内科学灘二講座 く主任 こ 什日l亮祐教授I

布 田 伸

く昭和5 9年 1 月2 3 日受付ナ

こ の 研究 は高血圧性肥大心と肥大型心筋症の臨床病 理組織学的差異を明ら か に す る 目的で行わ れ

た ． 正 常血圧群， 5 年以 上 の 高血圧歴 を有す る本態性高血圧症患者群， 肥 大型心 筋症患者群 を対象に ， 左

童心内膜心筋生検 な ら び に 両室同時造影 を施行 し， さ ら に， 右室 に 慢性的圧負荷 を もた ら す僧帽弁膜症群，

肥 大型心筋症患者群， 正 常対照者 を対象に 右室心内膜心筋生検 を施行 した ．
正 常血 圧群 ， 高血圧症群お よ

び 肥大型心筋症群の左童心筋細胞平均横径 は， 両室同時造影よ り 求め られ た左室壁厚と有意の正 相関 を示

した
．
肥大型心筋症群 の左室心筋細胞平均横径， 1 標準偏差は い ずれ も正 常血圧群， 高血圧症群 よ りも 有

意 に 大で あり， 高血圧症群 の左童心筋細胞平均横径， 1 標準偏差 はい ずれ も正常血圧群 よ り有意に 大で あ っ

た
． また肥大型心筋症群 の右室心筋細胞平均横径， 1 標準偏差 はい ずれ も正 常対照群， 僧帽弁膜症群 より

有意 に大であり
， 僧帽弁膜症群 の右童心筋細胞平均横径 は正 常対照群 よ り有意に 大 であ っ た が ，

1 標準偏

差 は有意菱 を認 め なか っ た ． 正常血圧群
，
高血圧 症群の 左室心筋細胞平均嘩径は収縮期大動脈圧 ，

全身末

柵血管抵抗係数と有意の 正 相関 を， 心係数と は 有意の負相関 を示 した が ， 肥大型 心筋症群で は相関を示 さ

な か っ た
．
また

，
正 常対照群， 僧 帽弁膜症群の右童心筋細胞平均横径は収縮期肺動脈圧 ， 肺血 管抵抗係数

と有意 の正 相関 を， 心 係数 と は有意の負相関 を示 したが ， 肥大型心筋症群で は相関 を示 さ なか っ た ．
以 上

の成績 よ り， 心筋細胞肥大は心室壁増大 の重要な因子 で ある こ と を確証 した．
また 高血圧 症 の 左室心筋細

胞肥九 僧帽弁膜症 の右童心筋細胞肥大 は， それ ぞ れの後負荷 と密接 な関係を有 し， 心筋細胞横径の ば ら

つ き が大 き く ない の に 対 し， 肥大型心筋症 の心 筋細胞肥大 は後負荷 と無関係で ， 心筋細胞横径の ば らつ き

は大な る こ と を確証 した．

E e y w o r d s D i a m et e r of m y o c a r di al c ells ， E s s e n ti al h y p e rt e n si o n ，

H y p e rt r o p h ic c a rdi o m y o p a th y ， M i t r al v al v e dis e a s e ，

H e m o d y n a m i c p a r a m e t e rs

高血圧性肥大心 は，
一

般に増大 す る圧負荷 に対 し適

応 し よう と す る形態学的表現 であり ， 肥大の 程度は，

圧 負荷 や壁 ス ト レ ス の 程度 と関係 す る こ と が 諸家 に

よ っ て 報告さ れ て い る
1 ト 41

．
また

， 病 理組織学的検討に

お い て は従来よ り， 高血圧心 で は心筋細胞肥大お よ び

問質 の 線維化が生 じ る と され て い る
封 一朝

． しか しな が

ら， この 場合の研究対象は ヒ トの剖検心 また は実験動

物心 であ り， 生存 中の ヒ ト高血圧心 に お い て， その 心

筋細胞肥大 と血行動態諸指標 が どの よ う に 関係す るの

か に つ い て は
，
全く検討が な さ れ て い な い ．

一 方 ， 肥大型心筋症 は， 心室中隔が左室自由壁 に 比

し著 しく肥厚 して い る こ と を T e a r e
l Ol が剖検上 で 報告

して以来， こ の 非対称性中隔肥厚 は肥大型心筋症の 特

徴的所見 と して 注目 され るよ う に な り， さ らに 臨床心

エ コ ー 図診 断上 に お い て も極め て特徴的所見と さ れ る

に 至 っ た
1 り1 釘

．
これ らの 諸家 の 報告 に 対 し， 近年対称性

肥大心が特徴 と され て い た 高血 圧心 の 中に お い て も肥

大型心筋症に 特徴的な非対称性中隔肥厚 を示 すも の が

存在 す る こ と が報告 され
1 3 H gI

，
さ ら に組 織学的に 心 筋

細胞 の 錯綜配列 が認 め られ る と の 報告
抑
も なさ れ る に

至 り ， 高血圧に 伴う非対称性中隔肥厚 と肥大型心筋症

と の 関連性 に つ い て 種 々 の 論議が な され て お り， い ま

だ統
一 的見解 は得ら れ て い な い ．

そ れ故臨床上 ， 高血

圧心 と肥大型亮一筋症の 鑑別 に つ い て 困難 な場合が少な

A C lini c o p at h ol o gi c al S t u d y o n t h e D i a m et e r o f M y o c a r di al C ells w it h t
h e A id of

E n d o m y o c a r di al B i o p s y ． S h i n －i c hi N u n o d a ， D e p a rt m e n t o f I n t e r n al M e di cin e く工りくD i r e c
－

t o r ニ P r of ． R ． T a k e d aJ ，
．
S ch o ol of M e di cin e

，
K a n a z a w a U n iv e r sit y ．
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く な い ． 著者は心 内膜心筋生検法を用 い ， 高血 圧症の

左童心 筋細胞横径 と血行動態諸指標 との 関係 を検討す

る と共 に ， 肥 大塾心筋症の 左 童心筋細胞横径 に つ い て

も検討 し， 高血 圧 心と月巴大型 心 筋症 との 差異 に つ い て

考察し た． さ ら に
，
左室に お ける 関係が石室 に お い て

も 認め られ る の か否か を検討す る目的で ， 右室 に慢性

的圧 負荷 をき た す と考 えられ る 僧帽弁膜症の右室心筋

細胞横径 に つ い て検討 し， 肥大型心 筋症と比 較 し考察

した
．

対象お よ び方法

1 ． 対象

り 左 童心 内膜心筋生検施行例

対象は， 表1 の如 く
，
心愁訴の精査目的で入 院し心

臓 カ テ ー テ ル検 査を含む 諸種心機能検査に て異常が認

めら れ な か っ た 正常血圧群くn o r m o t e n si o n ニ 以下 N T

群と略う11 名く男性 1 0 名， 女性 1 名， 年齢47 士 9 歳1 ，

5 年以 上 の 高血 圧 歴 を有 す る W 王1 0 工期 な い しI工期

の 本態性高血 圧 症群 くe s s e n ti a l h y p e rt e n si o n i 以下

H T 群と 略う18 名く男性 1 3 名， 女性 5 名， 年齢 50 士 7

歳う， お よ び厚生省特定疾患特発性心筋症調査研究班 に

よ る特発 性心 筋症の 診断の 手引き21 叛こ基づ き 診断し た

肥大型心筋症群 くh y p e rt r o ph i c c a r di o m y o p a th y ニ 以

下 H C M 群 と略1 1 2 名 く男性 10 名， 女性 2 名， 年齢

44 士 9 歳ン で あ る． 各群間 に 年齢の 有意差 はな く， 糖

尿鳳 腎不全， 内分泌疾患 な ど心 臓に 影響 を及 ぼす 他

の疾患の 合併例， 冠 動脈造影に て有意な冠動脈病変 を
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有す る例は除外 した．
また， 心臓カ テ ー テ ル 検査で の

大動脈圧 と基礎血圧 との 差が 10 m m H g 以 上 異な る も

の も対象よ り除外 した．

2 フ 右童心内膜心筋生検施行例

対象は
，
表 1 の 如 く， 心愁訴の 精査目的で 入 院 し，

心臓 カテ ー

テ ル 検査 を含む諸種心機能検査 に て 異常が

認め ら れ な か っ た正 常対照群 くc o n t r ol ニ 以下 C 群 と

嘲 7 名 く男性 5 名， 女性2 名， 年齢 38 士11 歳J ， 僧

帽弁膜症群 くm it r al v al v e di s e a s e i 以下 M V D 群 と

略ン 1 1 名 く男性4 名， 女性 7 名， 年齢43 士 9 歳ン， お

よび H C M 群22 名く男性20 名， 女性 2 名， 年齢4 4 士

12 歳うで あ る． 各群 間に 年齢の有意差は な く， 糖 尿病，

腎不全， 内分泌 疾患 な どの合併例， 冠動脈造影 に て有

意な冠動脈病変 を有す る例， 特発性僧帽弁逸脱症は除

外 した．

2 ． 心臓 カ テ ー

テ ル 検査

経度的大腿動静脈穿刺法に より左 ． 右心 臓カ テ ー

テ

ル 検査， 両室 同時造影， 冠動脈造影 を入 院2 週間後 に

施行し た． 収縮期大動脈圧
，
拡張期大動脈圧 ， 収縮期

肺動脈圧
， 拡張期肺動脈圧 の測定に はシ ー

メ ン ス 社製

t r a n sd u c e r 7 4 6
，
M I N G O G R A F 8 2 を用 い， 平均大動

脈圧
， 平均肺動脈圧 は電気的積分回路に て算定され た．

心 拍出量 は
，
エ ル マ 光学製d y e d e n sit o m e t e r t y p e

S U ．3 0 0 を 用 い ， C u V e tt e に よ る 色素稀釈法 に よ り 求

め
，
心拍出量算出は， Lili e n fi el d a n d K o v a c h 法 に よ

り用 手法 に て 行 っ た ．

血 行動態諸指標の 算出は以下の 式に よ っ た ．

T a b l e l ． S u bj e c ts w h o u n d e r w e n t l eft v e n t ric ul a r e n d o m y o c a rdi a l bi o p s y

N o ． of
C a S e S

A g e くy e ar Sl

r a n g e m e a n 士1 S D

1

8

2

1

1

1

S u bj e c t s w h o u n d e r w e n t ri gh t v e n t ri c u l a r e n d o m y o c a r di al bi o p s y

A g e くy e a r sl

r a n g e m e a n 士 1 S D

A b b r e vi a ti o n s 二 M
，
m al e ニ F ， f e m al e i S D ， St a n d a r d d e vi a ti o n こ N T ， n O r m O t e n Si o n ニ

H T
，
e S S e n ti al h y p e rt e n si

－o n i H C M ， h y p e r tr o p hi c c a r di o m y o p a th y i C ， C O n t r Ol 三
M V D

，
m it r a l v al v e d i s e a s e ．
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く1 ト L 働 くレ れ M 2－こ志望諾昔空き
L21 全身血管抵抗係数くd y n e － S e C － C m ．一

5
． M 2l

平 均大動脈圧くm m H 幻

心係数 くLl m i n l M 2 1
X 8 0

刷 肺血管抵抗係数くd y n e －

S e C
－

C m 山5 ． M 21

平均肺動脈圧くm m H g ト 平均肺動脈楔入圧t m m H gl

心 係 数くL J
I
mi n l M

21

左室心内膜心筋生検施行例 に は
，
両室同時造影を施

行 し， 壁厚の 検討も行 っ た ． 両室同時造影法 は， R e d －

W O O d ら
22Iの 方法 に準 じ て行 っ た

2封
．
な お

， 造影 に は

シ ー

メ ン ス 社製 シ ネ ア ン ジオ 装置 C a rd o s k o p － U を 用

い
，
3 5 m m シ ネ フ イ ル ム 60 コ マノ秒 で 記録 した ． 両室

同時造影に よ る壁厚の 検討で は， 図 1 の如 く， 心室中

隔両室流出路交叉点A と両室心尖端部2 等分点 B 間の

中点で の 拡張末期の壁厚と， 左室後壁の 僧帽弁輪下線

と左重心尖部の 1ノ3 点で の拡張末期の壁厚 と の 和 を求

めた
．
造影の 際に ， 期外収紆 の出現 した も のや ， 撮影

条件 が不適当 で あっ た り至適斜位 で な い た め壁厚 を正

確に 求 め られ な い も の は測定 の 対象か ら 除外 し た．

3 ． 心内膜心筋生検法

心臓 カ テ ー

テ ル 検査時に 施行 し， 左童心内膜心筋生

検 に は ，l o n g － Sh e a th 法に て施行 した． 即 ち レ ー

マ ン 9

F カテ ー テ ル をl o n g
－ S h e a th と して大腿動脈 よ り左心

室腔内に 導き， そ の中 に 町田製胃生検紺 子 くM a c hi d a

F B S － 5 g a s t r o i n t e s ti n al b i o pt o m el を通 し， 心 内膜側

より 心筋 を採取 した
24さ251

． 右室心内膜 心筋生検に は， 今

野 ■ 榊原 式生検 組 子 くK o n n o － S a k a ki b a r a
，

s e n d o －

m y o c a rd i al b i o p t o r n eつ を 用 い ， 右大腿 静脈 よ り右心

室腔内に 進み
，
心室 中隔右室側下部 をね ら い 心内膜側

よ り 心筋 を採取 した2 引2 71

4 ． 病理 組織学的検査法

心内膜心筋生検法に よ っ て 採取 され た 心筋標本は直

ち に 1 0 ％中性 ホ ル マ リ ン に て 固定 し， パ ラ フ ィ ン 包嘩

後， 心筋細胞 が縦断さ れ る よ う に 4 声 の 厚 さ に 薄切

し
，
へ マ トキ シ リ ン ． エ オ ジ ン染色 を施 した．

心筋細胞 の 横径の 測 定 は， B a a n d r u p ら
2 鋸
，
およ び 関

口 ら
2 9 削 1の 方法 に 準 じ 心 筋細胞の 縦断面で核の 存在

す る部位 で の 横径 を 5 0 個 以上 4 0 0 倍の 倍率下 で 接 眼

マ イ ク ロ メ
ー

タ
ー に て計測 し， そ の 平 均 値と 1 標準偏

差値 くst a n d a rd d e vi a ti o n 三 以 下 S D と 略1 を求め た

く図 2う． 計測 の際， 心内膜直下の 細胞 は血流の 影響や

P u rk i nj e 線推 の 可能性が あ るた め 除外 し， ま た筋収縮

帯の 強い 細胞， 心 筋細胞内に 変性物質が多量 に 沈着 し

て い るも の
，
腫大の 著 しい もの ，

心 筋細胞の 分岐部に

核が 存在す る も の は 除外 した ．

5 ． 検定法 ．

各測定値 に 対す る統計は， 回 帰分析
，
S t u d e n t の 非対

標本 の ト検 定に よ り行い ， 危険率 p く 0 ．0 5 を有意差 と

して判定 した ．

成 績

左室心内膜心筋生検， 右室心 内膜心筋生検施行各症

例 に お け るJL 一筋細胞平均横径 な らび に 1 S D
，
血行動態

諸指標値， 左室壁厚情 を表2 ， 表 3 に 示 した ．

1 ． 左宴心筋細胞横径と壁厚と の 関係 く図 3I

左 童心 内膜心筋生検 を施行 した 43 名 のう ち
，両室同

時造影 を施行 し， その 結果， 適確に 壁厚 を求 められ た

の は， N T 群 3 名
，
H T 群 12 名， H C M 群 12 名の 計 27

Fi g ． 1 ． R e p r e s e n t a ti o n o f si m u lt a n e o u s b i v e n tri c ul a r ci n e a n gi o g r a p h y ， A b b r e v i a ti o n s こ I V S ，i n t e r －

V e n t ri c u l a r s e p t u m I P W ， 1 eft v e n t ri c u l a r p o s t e ri o r w a ll 三 R V ， ri gh t v e n t ri cl e ニ L V ， 1 ef t v e n t ri cl e i

P M L
， p O St e ri o r m it r al l e a fl e t ．
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名 で あ っ た ．
これ ら各症 例の 左室心 筋細胞平均横径と

，

心室中隔厚と左室後壁厚の 和と の 間に は
，
r
ここ 0 ．6 4

，

p く 0 ．0 1 の 有意の 正相関を 示 した．

2 ． 各群 に お け る心 筋細胞横径の 比 較検討

左室心内膜心筋生検， 右童心内膜心筋生検例の 各群

各症例 の 心筋細胞平均横径と 1 S D を 図4 ， 図5 に 示

し
， 各群間で の 比 較検討の 結果 を表 4 に 示 す

．

い 左室心内膜心筋生検例に お け る左室心筋細胞横

径の 各群間の 比 較検討

H C M 群 の 左 室 心 筋細胞 平均横径 は
，
N T 群 と

p く 0 ，0 0 1 の ， H T 群と p く 0 ．0 1 の 危険率で有意に 大

で あ っ た
．
H T 群の 左童心筋細胞平均横径は， N T 群と

p く 0 ．0 5 の 危険率 で有意に 大で あ っ た ．

左室心 筋細胞横径の 1 S D の 検討 で は， H C M 群の 1

S D は
，
N T 群と p く 0 ．0 01 の ， H T 群と p く 0 ．00 5 の

危険率 で 有意に 大 で あ っ た ． H T 群の 1 S D は
，
N T 群

と p く 0 ．05 の危険率で 有意 に 大で あ っ た ．

2 う 右室心 内膜心筋生検例に お け る右室心筋細胞横

径 の 各群間の 比 較検討

H C M 群 の 右 室 心 筋細 胞平 均 横径 は
，
C 群 と

p く 0 ．0 0 5 の ，
M V D 群 と p く 0 ．0 2 の 危険率 で 有意 に

大で あ っ た ． M V D 群の 右室心筋細胞平均横径 は， C 群

6 1

と p く 0 ．0 1 の 危険率で 有意 に 大で あ っ た ．

右童心筋細胞横径の 1 S D の 検 討で は， H C M 群 の 1

S D は ， C 群 と p く 0 ．0 1 の ， M V D 群と p く 0 ．0 0 5 の 危

険率で有意 に 大で あ っ た
．
M V D 群の 1 S D と ， C 群 の

1 S D の 間に は有意な差は認 めら れ なか っ た
．

3 ． 心 筋細胞横径と血行動態諸指標 との 関係

1 1 N T 群 ，
H T 群， H C M 群の 左室心 筋細胞平均横

径と血行動態諸指標と の 関係 く図6 ， 図7 ， 図8 う

N T 群， H T 群の 左室心 筋細胞平均横径は， 図6 の 如

く， 収縮期大動脈圧 と r ニ 0 ． 51 ， p く 0 ．0 1 の 有意の 正

相関 を示 し， 回帰直線はY こ 0 ． 0 4 2 X 十8 ．2 9 で
，
E C M

群 は回帰直線の 上 方に 偏位 した．

また， N T 群， H T 群の 左室心筋細胞平均横径は ， 図

7 の 如く， 全身末梢血管抵抗係数と r ニ 0 ．6 6
， p く 0 ．0 1

の 有意 の 正 相関 を示 し， 回帰 直線 は Y ニ 0 ． 0 0 2 2 X ＋

7 ． 7 8 で ， H C M 群 は回 帰直線の 上方 に偏位 した ．

山 方
，
N T 群 ，

H T 群の 左室心筋細胞平均横径 は， 図

8 の 如く
，
心係 数と r ニ ー 0 ． 5 1

， p く 0 ．01 の 有意の 負

相関 を 示 し， 回 帰 直線 は Y ニ ー2 ． 0 6 五十20 ． 9 9 で
，

H C M 群 は 回帰直線 の 上方 に 偏位 した ．

2 1 C 群， M V D 群
，
H C M 群の 右童心 筋細胞平均横

径と血 行動態諸指標 と の 関係 く図9 ， 図 10
，
図 111

F i g ． 2 ■ L i gh t mi c r o g r a ph of th e l o n gi t u di n all y s e cti o n e d e n d o m y o c a r d i al bi o p s y s p e ci m e n ． B l a c k

li n e s i n di c a t e th e p oi n t s a t w h i c h th e d i a m e t e r s a r e m e a s u r e d ． H e m a t o x yli n－e O Si n s t ai n ．くX 2 0 01 ．



6 2

T ab l e 2 ． D i a m e t e r o f l e ft v e n tri c ul a r m y o c a r di al c ell s ， h e m o d y n a m
i c v a ri a bl e s a n d l ef t v e n t ri c ul a r

w al 1 thi c kn e s s i n c a s e s w h o u n d e r w e n t l ef t v e n t ri c ul a r e n d
o m y o c a rd i al bi o p s y

Di a m et e r of m y o c a r di al c ell s

C a s e A g e S e x
m e a n l S D

S A P D A P M A P S V R I CI

W w all thic k n e s s

I V S T d ＋P W T d

N T g r o u p 1 6 0 M

2 4 7 M

3 4 6 M

4 6 0 M

5 3 9 M

6 5 5 M

7 5 3 M

8 3 2 M

9 4 2 M

l O 38 M

l 1 43 F

16 ． 4 6 4 ． 5 3 1 33

1 5 ． 5 1 3 ． 31 1 32

15 ， 1 7 3 ． 1 7 1 4 7

1 4 ．9 5 3 ， 1 4 1 3 7

1 4 ．9 0 2 ．5 5 1 2 7

1 4 ．7 5 3 ．7 8 1 4 9

1 3 ． 9 5 2 ． 2 4 1 5 3

1 2 ． 8 6 3 ． 8 0 1 2 2

12 ． 4 8 2 ． 5 3 1 2 2

1 1 ． 7 0 3 ． 0 6 1 4 0

1 1 ．
5 5 2 ． 5 4 1 3 3

7 3 97 2 7 6 0 2 ． 8

9 3 1 0 6 3 2 6 4 2 ．6

8 0 1 0 3 2 6 6 3 3 ．1

83 1 0 0 3 47 5 2 ． 3

8 8 1 0 6 31 49 2 ． 7

8 3 1 0 4 3 6 24 2 ． 3

7 7 10 3 2 8 3 9 2 ． 9

8 9 1 00 3 1 9 7 2 ．5

7 7 9 7 2 8 6 2 2 ．
7

83 1 0 3 1 9 6 0 4 ． 2

73 1 0 0 1 85 9 4 ． 3

20 ． 8

19 ．3

1 8 ．7

E T g r o u p 1 5 0 M

2 5 4 F

3 5 3 M

4 5 9 M

5 5 7 M

6 6 0 M

7 5 7 F

8 6 0 F

9 4 2 M

l O 40 M

l 1 4 5 M

1 2 5 4 F

1 3 5 1 M

1 4 4 9 M

1 5 4 5 M

1 6 5 2 M

1 7 3 4 M

1 8 4 5 F

1 9 ．1 5 5 ． 9 8 1 7 5 1 0 0 1 3 3 4 8 32 2 － 2

1 9 ． 15 4 ．5 6 2 0 7

1 8 ． 5 8 4 ． 98 21 0

1 7 ．9 5 3 ．
49 1 59

1 7 ． 1 4 5 ． 0 5 1 8 0

1 5 ． 8 3 3 ． 0 8 1 5 7

1 5 ． 7 5 4
． 5 3 2 0 3

1 5 ． 4 5 3
．

． 4 2 1 5 0

1 5 ． 1 9 2 ． 8 2 1 4 5

1 5 ． 0 0 4 ． 3 0 1 6 1

1 0 0 14 3 3 4 7 0 3 ． 3

1 0 0 1 38 3 6 8 4 3 ． 0

8 3 11 0 3 5 1 7 2 ． 5

8 5 1 1 2 40 6 9 2 ．2

9 7 1 1 7 3 0 0 9 3 ． 0

90 1 2 7 33 8 6 3 ． 0

77 9 7 2 87 1 2 ． 7

9 0 1 13 2 8 22 3 ． 2

1 0 3 12 0 3 4 2 5 2 ． 8

1 4 ．9 4 4 ．1 7 1 6 8 1 0 7 12 8 3 6 6 2 2 ． 8

1 4 ．8 3 3 ．8 2 19 0 1 0 3 1 30 3 8 4 8 2 ． 7

1 4 ．7 5 3 ． 61 1 4 8 9 9 11 5 3 4 0 1 2 ． 7

1 4 ． 5 9 3 ． 86 1 9 7 1 0 7 1 4 3 4 0 9 0 2 ．
8

1 4 ． 5 7 3 ． 4 3 1 5 4 91 1 1 7 3 0 16 3 ．1

1 3 ． 8 2 2 ． 7 9 1 7 2 90 1 1 7 28 3 4 3 ． 3

1 2 ． 2 5 3 ．
2 9 1 7 3 1 0 7 12 7 2 6 7 1 3 ． 8

1 1 ． 4 4 2 ． 9 1 15 3 9 7 1 2 0 2 9 97 3 ． 2

3

1

0

6

8

5

7

9

6

7

6

2

2

2

2

1

2

2

18 ． 9

2 1 ． 4

1 6 ． 5

2 8 ． 2

2 2 ． 6

1 7 ． 0

H C M g r o u p 1 51 M

2 41 F

3 5 6 M

4 3 5 M

5 4 1 M

6 4 0 M

7 3 3 F

8 3 5 M

9 34 M

l O 57 M

l 1 5 7 M

12 5 3 M

21 ． 6 8 5 ． 7 2

2 0 ．1 8 6 ． 5 7

2 0 ．1 0 4 ．8 7

1 9 ．8 9 5 ．7 0

1 9 ．5 7 5 ． 25

1 9 ． 4 0 4 ． 5 3

1 8 ． 4 5 3 ． 9 7

1 7 ． 9 0 4 ． 9 6

1 7 ． 2 0 5 ． 5 4

1 5 ． 1 5 4 ． 6 2

14 ． 6 7 5 ．3 9

1 3 ． 7 0 2 ．6 6

8 8 5 1 6 8 2 01 3 2 ， 7

12 6 6 9 91 1 9 6 6 3 ． 7

9 6 5 6 70 2 5 4 3 2 ．2

1 47 8 5 1 0 8 2 3 9 8 3 ．6

1 0 0 7 0 8 0 2 24 8 2 ． 8

1 0 7 6 7 8 8 27 0 5 2 ． 6

9 7 61 8 0 2 13 1 3 ． 0

1 0 5 73 9 0 2 24 8 3 ． 2

10 6 71 8 4 2 4 8 6 2 ． 7

1 17 7 8 8 4 1 9 2 3 3 ． 5

1 2 6 7 7 9 5 2 8 2 4 2 ． 7

1 3 5 7 8 97 3 1 0 1 2 ． 5

4

3

0
0

0

4

4

5

7

7

9

7

0

5

6

3

2

7

9

3

n
U

仁
U

7

4

2

2

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

3
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C a s e A g e S e x

6 3

D i a m e t e r of m y o c a r di al c ell s

m e a n l S D

C g r o u p 1 2 0 M 1 2 ． 3 5

2 3 7

3 4 7

4 5 5

5 43

6 3 8

7 2 8

M l l ． 9 5

F l l ． 8 5

M l l ． 8 0

F ll
．
45

M l l ． 2 5

M l O
．
10

S P A P D P A P M P A P P V R I C I

3 ． 9 8

3 ．2 8

2 ． 6 0

2 ． 7 0

1 ． 8 0

2 ． 3 5

2 ． 1 3

2 1 5

22 9

25 9

21 7

28 6

24 9

2 6 1 0

1 2 1 4 0 4 ． 0

12 8 6 2
． 8

1 5 1 2 3 3 ． 9

1 2 1 5 4 2 ． 6

13 1 3 0 4 ． 3

1 7 1 8 3 3 ． 5

1 8 1 56 4 ． 1

M V D g r o u p 1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

11

5 6 F 17 ． 55

2 8 M 1 5 ． 49

3 6 M 1 5 ． 35

3 4 F 1 5 ． 20

3 8 F 14 ． 75

5 9 M 14 ． 60

5 1 M 12
，
84

5 1 F 1 2 ．8 0

4 0 F 1 2 ．0 2

4 5 F l l ．8 8

3 7 F l l ．0 0

4 ． 0 2

3 ． 7 1

2 ． 6 9

2 ． 9 5

2 ． 8 0

2 ． 66

2 ． 9 4

2 ． 58

2 ． 65

2 ． 61

1 ． 87

5 2 2 7 4 2 4 8 0 2 ． 5

3 4 2 0 2 7 2 66 2 ． 1

5 1 2 9 3 9 5 00 1 ． 6

4 0 1 8 2 7 2 25 3 ． 2

2 4 7 1 3 1 60 3 ． 0

5 3 3 0 3 9 4 00 1 ． 8

2 8 7 1 6 1 94 3 ． 7

2 7 9 16 20 7 2
． 7

2 9 1 3 20 23 3 2 ． 4

4 1 12 21 1 8 9 3 ． 8

4 3 1 9 28 25 7 2 ．8

H C M g r o u p 1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

11

12

13

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

6 3 M 2 8 ．5 5

61 M 2 6 ．6 3

41 M 2 4
．7 6

3 9 M 2 0 ．5 3

3 4 M 1 9 ．8 5

3 5 M 1 9 ．5 0

6 4 M 1 8 ．6 0

5 5 M 1 7 ．9 3

5 7 M 1 7 ．4 6

56 M 17 ． 0 2

53 M 16 ． 8 6

25 M 16 ． 8 3

40 M 16 ． 6 8

41 F 16 ． 0 0

55 M 15 ． 6 5

4亡j M 15 ． 2 5

2 1 M 15 ． 1 7

3 5 M 13 ． 5 3

31 M 13
．
5 0

3 3 F 1 2 ． 85

4 9 M 1 2 ．
03

5 7 M l l ． 86

8 ． 93

9
． 63

5 ． 77

7 ．8 9

4 ．8 6

5 ．2 9

6 ． 2 7

4 ．6 5

5 ． 3 9

5 ， 5 7

5 ． 4 6

3 ． 9 4

4 ． 6 7

4 ． 0 8

5 ． 1 7

3 ． 0 5

3 ． 3 4

3 ． 3 3

3 ． 0 0

2 ． 9 2

2 ． 9 0

2 ． 7 5

2 8 8 1 3 21 0 1 ． 9

3 1 1 5 18 8 6 2 ．8

3 7 1 5 21 1 7 1 2
．8

3 6 1 8 2 4 15 0 3 ． 2

2 0 8 1 2 11 8 2
．7

2 3 12 1 4 5 0 3 ．2

2 3 10 15 1 9 0 2 ． 1

2 4 6 11 13 3 3 ．0

3 1 1 4 2 0 17 1 2 ．8

2 3 9 14 18 2 2 ．2

2 4 1 1 19 2 5 6 2 ．5

2 8 10 1 4 13 3 2 ．4

2 9 9 17 1 6 8 3 ．8

33 1 1 14 6 5 3 ． 7

3 1 13 1 8 13 R 2 ． 9

2 3 8 1 1 9 2 2 ． 6 ．

27 11 19 1 8 8 3 ． 4

38 1 6 2 2 1 3 3 3 ． 6

19 7 1 1 1 45 2 ． 2

3 2 1 1 19 21 3 3 ． 0

33 13 19 1 5 0 3
．
2

29 13 17 9 1 3 ． 5
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F i g ， 3 ． C o r T el a ti o n b e t w
e e n th e m e a n d i a m e t e r of

l ef t v e n t ri c u l a r m y o c a r di al c ell s a
n d l eft v e n tri ．

c u l a r w a11 th i c k n e s s w hi c h w a s d e t e r m i n ed b y

si m ult a n e o u s b i v e n t ri c u l a r ci n e a n gi o g r a
m i n

n o r m o t e n si o n くN TJ ， e S S e n ti al h y p e r t e n si o n t H Tl

a n d h y p e rt r o p h i c c a rd i o m y o p
a th y くH C M l g r o u p s ．

T h e r e g r e s si o n e q
u a ti o n b e t w e e n th e m e a n

d i a m et e r o f l eft v e n t ri c ul a r m y o c
a r di al c ell s くYl

a n d l e ft v e n tri c u l a r w a ll th i c k n e
s s くXl a n d th e

c o effi ci e n t o f c o r r el a ti o n a r e Y
ニ 0 ．2 6 X ＋1 0 ．02

，

r
ニ 0 ．6 4

，
r e S p e C ti v el y くp く 0 ．0 1 ， n

ニ 2 71 ．

．
，
N T a n d H T i 田 ， H C M ．

C 群， M V D 群 の右室心筋細胞平均横径ほ， 図 9 の 如

く ， 収縮期肺動脈圧 と r ニ 0 ． 6 1
， p く 0 ．0 1 の有意の 正

相関を示 し， 回帰直線 は Y ニ 0 ． 1 1 X 十9 ．4 5 で ， H C M

群は 回帰直線 の上 方 に偏任 した．

ま た
，
C 群， M V D 群の 右童心筋細胞平均横径は， 図

10 の如 く， 肺血管抵抗係数 と r ニ 0 ． 7 2
， p く 0 月1 の 有

意 の 正 相関 を 示 し， 回 帰直線 は Y こ 0 ． 0 1 2 X 十1 0 ． 2 8

で， H C M 群 は 回帰直線 の 上 方 に 偏位 した ．

一 方 ， C 群， M V D 群 の右童心筋細胞平均横径 は， 図

11 の 如く， 心 係数と r ニ
ー

0 ． 5 9
， p く 0 ．0 1 の 有意の 負

相関 を 示 し， 回帰 直線 は Y ニ
ー 1 ． 45 X ＋1 7 ． 4 3 で

，

E C M 群 は回 帰直線 の上 方に 偏位 し た．

考 察

高血圧性肥大心 は， 心 仕事量の増加 に対 し生理 学的お

よ び生化学的に 対応 した状態 と され ， 現在 で は高血圧

性肥大心の要因は， 動脈圧上 昇 に 対す る後負荷の増大

と推測 され て お り， 形態学的に は， 代償期 は左室容積

の 変化を伴わずに 左室壁肥厚 を生 じる 求心性肥大， 非

代償期 に 陥る と左室拡張末期容積の 増大を き たす 遠心

性肥大 を示 す ． 高血圧 の 心臓 に 対す る 効果と して は ，

左室収縮期圧の 上昇 に よ り， 左 室壁張力が増加 し， そ

の 結 乳 左室壁 ス ト レ ス の増大が 生じ る． 左室壁 ス ト

レ ス は壁厚に 反比例 す る た め， 高血圧 心 で は， 増大 し

た左室壁ス ト レ ス を正常化す るた め に 壁肥厚が 生 じ て

く る．
こ の よ う に 高血圧症で 心 肥 大が 生 じる こ と は

一

般に 知 られ て い る こ とで あり ， その 程度は 圧負荷の 程

度や壁 ス ト レ ス の 程度 と 関係 す る こ とが 言 わ れ て
い

る
1 ト 4l

． また最近は， 心 エ コ
ー 図法の 発達 に よ り， 比 較的

容易 に 壁厚や内径の計測 が可能に な り， こ れ ら と血 行

動態諸指標 と の 関係に つ い ての 報告が諸家 に よ っ て な

さ れ て き て い る
瑚 1 61 弼 1 咽 り

． しか しな が ら光顕的 に 心

筋細胞横径と血行動態諸指標 との 関係に つ い ての 臨床

的検討 は全く な され て い な い ． 著者は こ の 問題 を解決

す る た め
，
心 内膜心 筋生検法 を用 い ， 心 筋細胞の 横径

と血行動態諸指標 との 関係に つ い て 検討 した．

一 方， 肥大型 心筋症 は， 心室 中隔が 左 室自由壁 に 比

し て 著 し く肥厚 し て い る 非対称性中隔肥厚 くa s y m －

m e t ri c al s e pt al h y p e r t r o p h yl が特徴
1 り1 2Iで あ り

，
ま

た組織学的に は， 錯綜配列 を示 す奇妙 な核や細胞質 を

も っ た肥大心 筋和胞 が特徴
32 ト 紺
とさ れ て い る． しか し

なが ら
，
これ らの 所見 に つ い て は ， い まだ 統

一

的見解

は得 られ て お らず， さ ら に 非対称性中隔肥厚 を伴う高

血圧心 の成因 を圧 負荷 の み とす べ き か どう かも 問題 で

あ り
，
臨床上

， 高血圧心 と肥大型 心 筋症 の 鑑別に つ い

て極 め て 困難 な場合が少な く ない ．
そ れ故

， 著者は今

回， 高血圧症 の 左重心筋細胞横径と 血 行動態諸指標 と

の 関係 を検討す る と同時に ， 肥大型心筋症 の左室心筋

細胞横径 に つ い て も検討 し， 高血 圧 症と肥 大型 心 筋症

の 心筋細胞横径の 点 で 相違が あ る か 否か に つ い て心 内

膜心筋生検法 を用 い て検討 した．

さ ら に
，
左室に お け る関係が， 右室 に も 認め られ る

か 否か を検討す る た め， 僧帽弁膜症， 肥 大塑心筋症の

右室心筋細胞の横径 に つ い て も 同様 に 検討 した．

1 ． 左童心 筋細胞横径 と壁厚と の 関係

左垂心筋生検 を施行 した正 常血圧群， 高血 圧症群，

肥大型 心筋症群 で ， 両室 同時造影 を施行 し， 心室中隔

厚， 左 室後壁厚 を測定 し得 た 27 名に お い て， 左 童心 筋

細胞平均横径 は， 心 室中隔厚 と左 室後壁厚 の 和 と r 二

0 ． 6 4
， p く 0 ．01 の有意の 正相関を示 した ．

こ の こ と は
，

壁厚 の 関与に ，
心 筋細胞 の 層の 数， 心 筋細胞数， 問質

の線推化な どの 因子 も 考 えられ るも の の ， 心筋細胞の

肥大 は心室壁壁厚増大 に 大き く関与 し てい る こ と を示

して い る． 現在の と こ ろ， 肥大心の 壁厚増大に どの 因

子 が ，
どの 程度に 関与す る の か と い う こ と は， 完全 に

解 明され てい な い ． 正 常心の 成長 は胎児期 に 心筋細胞
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の 数が増す こ と く増生1 に 始ま り， こ の 増生は ラ ッ ト

で は生 後 3 旬 4 週間
3 鋸
，
ヒ トで は 3 ヶ 月3別 に わ た り継

続 し， その 後の 心 臓の 成長は心 筋細胞自体が次第 に 大

き く な る こ と ， 即 ち肥大に よ る も の で あ り， 幼児か ら

成人 へ と発育す る際 に 心 重量が増す の は後者 に よ ると

考 えら れ てい る．
しか し

， 肥大心 に お い て， 増生， 肥

O 1 0 1 5 2 0

6 5

大の い ずれ が生ずる の か に つ い て は 一 定の 見解は得 ら

れ て い ない ． L i n z b a ch
4 0， 川
は
，
肥大心筋の光顕切片で

心筋線推の 横径
， 核の 分布な どを計測し

，
心重量 が 500

g 以 下で は心筋線維は肥大の み で 増殖 はせ ず
，
そ れ 以

上 に 心重 量が 増大す る場合は
，
心筋線経と核 は縦方向

に 断裂し増殖す る と結論 し， 心重量500 g を その c ritト

2 5 く麟 m I
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C al h e a r t w ei gh t と した ． 本研究の 結果 か ら， 心筋細

胞横径増大と壁厚増大と は密接な関係 を有す る と い う

結果を得 たが ， 心 筋細胞の増生に つ い ての 検 討は
， 心

内膜心 筋生検法か ら得られ る 心筋標本の 大き さ に 限界

が あ る とい う 問題も あ り今回 は検討 をさ しひ か えた．

こ の 点 に つ い て は 今後の検討課題 に す べ き と思わ れ

る．

2 ． 各群 に お ける 心筋細胞横径の 比較

図4 ， 図5 ， 表 4 に 示 す 如く
，
肥大型心筋症群の 左

童心筋細胞平均横径 は， 正常血圧 群と p く 0 ．0 01 の ，

高血 圧症群と p く 0 肌 の 危険率で有意に 大 であり
，
ま

た高血圧 症 群の左室心筋細胞平均横径 は， 正 常血圧 群

と p く 0 ．0 5 の危険率で有意 に 大で あっ た
．
また肥大型

心 筋症群 の 右童心肪細胞平均横径 は ， 正 常対照群 と

p く 0 ．0 0 5 の ， 僧帽弁腰症群と p く 0 ．0 2 の 帝険率で有

意に 大で あ り， 僧帽弁膜症群の 石室心筋細胞平均横径

は
，
正 常対照群 と p く 0 ．0 1 の 危険率 で 有意に 大 であ っ

た
．

山 方
， 心 筋細胞横径の ばら つ き を表現 す ると 考え

られ る 1 S D の 比 較検討に お い ては
，
肥 大型 心 筋症群
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の 左 室 心 筋 細胞 横 径 の 1 S D は
，
正 常 血 圧 群 と

p く 0 ．0 0 1 の
， 高血 圧 症群 と p く 0 ．0 0 5 の危険率 で有

意に 大 で あり
， 高血 圧 症群 の 左室心筋細胞横径 の 1 S D

は
，
正常血圧群 と p く 0 ．0 5 の危険率で 有意に 大 であ っ

た ． ま た肥大型心筋症群の 右童心筋細胞 の 1 S D は
， 正

常対照群 と p く 0 ．0 1 の ， 僧帽弁膜症群と p く 0 ．0 0 5 の

危険率で有意 に大であり ， 僧帽弁膜症群と正 常対照群

の間に は有意差を認め な か っ た ． 関口 ら 叫 は
， 心内膜心

筋生検法 に よ る心筋標本 の 心筋細胞肥大度の 検討 で，

大動脈弁狭窄症
， 僧帽弁閉鎖不全症な どの左室肥大 を

生 じる心疾患の 左室心筋細胞平均横径 は肥大型心筋症

の左室心筋細胞平均横径と羞が な く， 肥大型心筋症に

お い て は 1 S D が 大き い こ と を報告 して お り
，
さ ら に

肺動脈弁狭窄症
， 原発性肺高血圧症な どの右室肥大 を

生 じる心疾患と肥大型心筋症の右童心筋細胞横径 の検

討 で も同様である こ と か ら
，
肥大型心筋症に お ける 心

筋細胞の 肥大 は
，
その 横径に 極 めて ば らつ きの 大き い

こ とが特徴 で ある と結論 した．
こ の こと か ら

， 平均値 ＋

1 S D をも っ て心筋細胞 の肥大度 を判定 す べ き と 報告
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して い る ． ま た星野 ら91 は
，
正 常心， 高血圧 心， 肥大型

心 筋症の剖検心 を用い て
， 心室中隔深層 1ノ3 の部位の

心 筋細胞横径の検討を行 っ て お り． この 部の心筋細胞

平均横径 は， 正常心， 高血圧心
， 肥大型心筋症 の順に

大き く な り
，
ま た肥大塑心筋症 で は， 心筋細胞横径の

ばら つ きが 大き い こ と を報告 してい る ． 本研究の 結果

で も肥大型心筋症 にお い て は左室， 右室と も に 心筋細

胞横径の ばら つ きが大 き く， この こ と は 関口 らの 生検

標本 に よ る研究報告の結果 抑 と も併せ て肥大 型心筋症

の重要な特徴 と思わ れ る
．
さ ら に本研究の 心筋細胞平

均横径 の検討で ， 左室 にお い て は
，
正 常血圧 取 高血

圧症群 ， 肥大型心筋症群の順 に 大 きく なる 結果を得た

が
，
こ の 結果 は

，
測定心筋層の適 い ， 生検心と剖検心

の適い は あ るも の の 星野 らの 結果
9，
と 同様 で あっ た

．

しか し， 本研究の対象 の高血圧症群 に は W H O 工I工期の

も の は含 まれ て お らず， 高血圧 の 病期が さ ら に 進ん だ

状態 に お い て は， 左室心筋細胞平均横径 は さ ら に 大き

く なる 可能性があ り， 大動脈弁狭窄症， 僧帽弁閉鎖不

全症な どの左室肥大を生 じる 心疾患の左室心筋細胞平

くd y n e－Se C．馴
づ

－ M
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均横径 は肥大型心筋症の そ れ と善が な か っ た とい う 関

口 ら の 心 内膜心筋生検法に よ る結果
3 01 と同様に な る こ

とが 考 えら れ る． また ， 僧 帽弁膜症の 右童心筋細胞平

均横径 は肥大型 心 筋症の そ れ よ り小 で あっ たが
，
こ の

場合 も僧帽弁膜症が か な り進行 した病期に お い て は，

右童心筋細胞平均横径 はさ ら に 大き く な る 可能性があ

り
， 関 口ら の石室心筋細胞横径の 検討3 01と 同様 の 結果

に な る こ と が考 え られ る．

3 ． 心筋細胞横径と血行動態諸指標 と の 関係

正常血圧群 と， 5 年以上 の 高血 圧歴 を有 する 高血圧

症群の左童心筋細胞平均横径 は， 収縮 期大動脈圧
，
全

身末梢血管抵抗係数と有意 の 正 相関を 示 し た．
こ の こ

と は
， を室心 筋細胞横径 は後負荷の 増大 に 従 っ て大 き

くな る こ と を示 して い る と考 え られ る ． 心筋 に お け る

後負荷は
，
収縮期の 心内圧 と心室内腔面積 の 相乗関係

に よ り惹起 され る も の で あるが
， 時相変化 に伴い 大 き

く 変動す る心室内腱面積 を正 確に 計測 す る こ と は不可

能で あ る． それ 故に ， 後負荷 を表わ す指標と して現 在

さ まざま な指標が 用 い られ
， 最も普遍的 に は本研究で
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心 内膜心筋生検法に よ る心筋細胞横径の 臨床病理学的検討

用 い た収縮期大動脈圧 が適用 され て い る4 2，
．

さ ら に ， 正常血 圧 群， 高血圧 症 群の 左室心筋細胞平

均横径 は， 心 係数と 有意の 負相関 を認め
， 心 筋細胞横

径 が大き く なれ ば ， 心係数が小 さ く な る こと を示 した．

従来よ り， 肥大 した心 筋 で は毛 細血 管間の 距離が増大

し 刷
，
毛細血管の 密度 は減少 し 叫

， 心筋細胞は相対的に

低酸素状態 に 陥り 欄 ， ま た細胞内に お い ては ミ ト コ ン

ドリ ア と筋原線推の 比 は減少 し4 6 肺 ， A T P 輝度も減少

す る
欄
こ とが 示 さ れて お り

， 肥大 した心 筋細胞 は代償

性肥大 で あ っ て も 充分な収縮性 を保持で き な い も の と

考え られ る．

こ の よう に
， 正 常血 圧群， 高血 圧 症群の 左童心筋細

胞平均横径は
， 収終期大動脈圧

， 全 身末棺血管抵抗係

数と正 の 相関関係 を
， 心 係数と 負の 相関関係 を示 した

が
，
こ れ と 同様の 関係 は右室に おい ても革め られ た．

即 ち， 正常対照群と右室に 慢性的圧負荷 を もた ら す僧

帽弁膜症群の 右室心筋細胞平均横径 は
， 収縮期肺動脈

圧 ， 肺血管抵抗係数と 正 の 相関関係 を， 心 係数と負の

相関関係 を示 し た
．
G i b b ら

49

鳩 ラ ッ ト を用 い た実験

で間歓的な低酸素状態が心肥大を き たす こ と を報告し

て い るが
， 本研究の僧帽弁膜症 に お い て も

， 肺う っ 血

に よ っ て も た らさ れ る低酸素状態が 心 筋細胞肥大に あ

る程度関与 して い る 可能性は当然考慮に 入 れ て お くべ

き で あ る．

叩一方， 肥 大型心 筋症の 各症例は
，
左室 に お い て は正

常血 圧 群， 高血圧症群の 回帰直線 の 上 方に 偏位 し， ま

た右宴 に お い て は正 常対照群， 僧帽弁膜症群の 回 帰直

線 の 上 方に 偏位 した
． 以 上 の 結果 は

， 高血 圧 症
， 僧帽

弁膜症の 心 筋細胞肥大 はそ れ ぞれ の 後負荷 と密接 な関

係 を有 す るの に対 し， 一 方肥大型心筋症 で は
，
心 筋細

胞の 肥 大 は今回指標 と した後負荷 と無関係 である と い

う こ と を示 して い る． 肥大 型心筋症 で は
， 組織学的に

従来 よ り
， 錯綜配 列 を示 し

， 奇妙 な核や細胞形態 をし

た肥大心筋細胞が特徴
3 2 ト 37，
と言わ れ て い る が

，
こ の よ

う な病的心筋細胞は
，
血 凪 末梢血管抵抗の 影響と は

全く 無関係 に 肥大す る もの と考 えら れ る．

結 論

正 常血 圧 群くN T 群う， 5 年 以上 の 高血 圧歴 を有す る

W 王1 0 工 な い し工1 期 の 本態性高血圧 症 群 冊 丁葺削 ， 肥

大型 心 筋症群くH C M 瓢 を対象 に ， 左室心 内膜心筋生

衡 両室同時造影を施行 し
，
左童心筋細胞横径と左室

壁厚， 血 行動態諸指標と の 関係 を検討 し た． さ ら に
，

正常対照群くC 群1
， 僧帽弁膜症群くM V D 貢削 ， 肥大型

心筋症 群くH C M 貢削 を対象 に ， 右室心内膜心筋生検 を

施行 し， 右室心筋細胞横径と血 行動態諸指標 との 関係

を検討 した．

6 9

1 － N T 群
，
H T 群， H C M 群 の 左童心 筋細胞平均横

径は
，
左室壁 厚 と有意な正 相関を示 し た

．

2 － H C M 群の 左 室心 筋細胞平均横径， 1 標準偏差く

1 S D l は い ずれ も N T 瓢 H T 群よ りも有意 に 大で あ

り， H T 群の 左童心筋細胞平均横径， 1 S D はい ずれ も

N T 群 よ り有意に 大 で あ っ た
．
また H C M 群の 右童心

筋細胞平均横径， 1 S D はい ずれ も C 群， M V D 群 よ り

有意に 大であ り ， M V D 群の 右童心筋細胞平均横径 は

C 群よ り も有意に 大 で あ っ た が，1 S D に は有 意差 を認

めな か っ た
．

3 － N T 瓢 H T 群の 左童心 筋細胞平均横径は
， 収縮

期大動脈圧， 全身末棺血管抵抗係数と有意の正 相関 を，

心係数と有意の負相関 を示 し， H C M 群は そ れ ぞ れ の

回帰直線 の 上 方に 偏位 した． ま た C 群 ，
M V D 群の 右室

心筋細胞平均横径 は
， 収縮期肺動脈凪 肺血管抵抗係

数 と有意の 正 相関を， 心係数と有意の負相関を示 し
，

H C M 群は そ れ ぞれ の 回帰直線の 上方 に偏位 した ．

以上 よ り， 心筋細胞肥大は心 室壁厚増大の重 要 な因

子 で あ る こ と を確証 した． ま た
， 圧 負荷心に お い て は

，

左室， 右室と も心 筋細胞肥大 と後負荷は密接 な関係を

有 し， 心筋細胞横径の ば ら つ きが 大きく な い の に 対 し，

肥大型 心筋症 で は
， 心筋細胞肥大 は後負荷 と無関係 で

あ り
， 心筋細胞横径の ば ら つ き は大な る こ と を確証 し

た．
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くI ． V J m y o c a r d i al c ell s i n n o r m ot e n si v e s u bj e c t s ， P a ti e n t s w it h h y p e rt e n si o n ， a n d p a ti e n t s w it h

H C M s h o w e d a p o siti v e c o r r el a ti o n w it h L V w all t h i c k
n e s s w h i c h w a s d et e r m i n e d b y S B V G ．

B o t h t h e m e a n v al u e a n d l s t a n d a r d d e v i a ti o n t l S D J o f t h e d i a m e t e r o f L V m y o c a r d i al c ell s i n

p a ti e n t s w it h H C M w e r e l a rg e r t h a n t h o s e o f
n o r m o t e n si v e s u bj e ct s a n d p a ti e n t s w it h h y p e r －

t e n si o n ． B o t h t h e m e a n v al u e a n d l S D o f t h e d i a m e t e r o f L V m y o c a r di al c e11 s i n p ati e n t s w it h

h y p e rt e n si o n w e r e l a r g e r t h a n t
h o s e o f n o r m o t e n si v e s u bj e ct s ． B o t h t h e m e a n v al u e a n d l S D o f

t h e d i a m e t e r o f R V m y o c a r d i al c e 11 s i n p ati e n t s w it h H C M w e r e al s o l a rg e r t h a n t h o s
e o f c o n t r o I

su bj e ct s a n d p ati e n t s w it h M V D ． A lt h o u g h t h e m e a n d i a m et e r o f R V m y o c a r d i al c
ell s i n p a ti e n t s

w it h M V D w a s l a rg e r t h a n t h a t o f c o n t r o I s u bj e ct s ， t h e r e w a s n o d if f e r e n c e b et w e e n p ati e n t s w it h

M V D a n d c o n t r o I s u bj e c t s r eg a r d i n g t h e l S D o f t h e d i a m e t e r o f R V m y o c a r d i al c ell s － T h e m e a n

di a m e t e rs o f L V m y o c a r d i al c ell s i n n o r m o t e n si v e s u bj e ct s a n d p a ti e n t s w it h h y p e rt e n si o n

s h o w e d a p o siti v e c o r r el a ti o n w it h s y s t o li c a o rti c p r e s s u r e a n d s y st e m i c v a s c u l a r r
e si s t a n c e i n d e x

，

a n d s h o w e d a n e g a ti v e c o r r el a ti o n w it h c a r d i a c i n d e x ， b u t di d n o t s h o w a n y c o r r
el ati o n i n

p a ti e n t s w it h H C M ． T h e m e a n d i a m e t e r s o f R V m y o c a r d i al c ell s i n c o n t r o I s u bj e ct s a n d p ati e n t s

w it h M V D s h o w e d a p o siti v e c o r r e l ati o n w i t h s y s t o li c p u l m o n a r y a rt
e ri al p r e s s u r e a n d p u l m o n a r y

v a s c u l a r r e si st a n c e i n d e x
，
a n d s h o w e d a n e g ati v e c o r r el a ti o n wi t h c a r d i a c i n d e x ， b u t d i d n o t i n

p a ti e n t s w it h H C M ． F r o m t h e s e r e s u l t s
，
it w a s cl a ri fi e d t h at t h e i n c r e a s e i n t h e d i a m e t e r o f t h e

m y o c a r d i al c e ll w a s a n i m p o rt a n t f a c t o r f o r
t h e i n c r e a s e i n L V w all t h i c k n e s s － I n p a ti e n t s w i th

h y p e rt e n si o n a n d M V D ， t h e m e a n d i a m et e r o f m y o c a rd i al c ell s w a s c l o s el y r e l a t e d w i t h i t s

aft e rl o a d a n d t h e v a ri ati o n o f t h e di a m e t e r o f m y o c a r d i al c ell s w a s n o t l a r g
e
． I n H C M

，
h o w e v e r

，

t h e m e a n d i a m et e r o f m y o c a rd i al c e ll s w a s n o t r e l a t e d w i
t h a ft e rl o ad a n d t h e v a ri ati o n o f t h e

d i a m e t e r o f m y c a rd i al c ell s w a s slg n i fi c a n tl y l a r g
e
．


